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YOKOGAWAグループでは環境負荷低減への取組として、各生産工程における排出削減は
もちろん、廃棄物の循環システムの構築に至るまで、あらゆる角度からアウトプットに対する
環境保全活動を行なっています。また、生産ラインのムダを徹底的に排除し、省エネ・省資源化
を推進することにより環境負荷を軽減しています。

アウトプット環境負荷の低減4

1． 大気への排出削減
（1）HCFC全廃に向けて
第2世代フロンと呼ばれているHCFCは、オゾン層破壊につながると

して、モントリオール議定書において2020年までに全廃することが

決定しています。

YOKOGAWAグループでは、実装基板のフラックス洗浄用と加工部品

洗浄用にHCFCを使用しています。

2000年度ではフラックス洗浄の無洗浄化技術の確立により使用量を

削減しました。また代替洗浄技術の確立により2002年度までに、国内

で使用中の６サイトでのHCFC全廃を目指しています。

（2）トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン全廃に向けて
製造ラインの品質要求に適した洗浄方法を検討し、生産ライン用の

洗浄機を開発して製造ラインに導入しています。

2000年には本社工場、甲府事業所、横河ファインテックの3サイトで

全廃を達成しました。2002年度までに、残りの国内2サイトで全廃を

目指しています。
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2． 水域への排出削減
（1）排水処理装置
YOKOGAWAグループでは、めっき工場を保有する4サイトで排水の

無害化処理を行っています。さらに、大量に使用する水をイオン交換

装置で循環再利用しています。

〈効果〉

①下水放流水質を排出基準値の1／2～1／10に向上。

②使用水の90％以上を循環再利用。

③化学薬品使用量を約1／3に低減。

④発生汚泥量を約1／3に低減。

（2）オイル循環式塗装ブース
横河ファインテックでは塗装工程での塗料飛沫を回収するため、

いくつかの方法を実施していますが、オイル循環式の塗装ブースも

その一つです。

従来の水洗式塗装ブースは毎月8トンの水を使用し、廃液は定期的

に化学処理で無害化していましたが、オイル循環式を採用することに

より、水と薬品使用量がゼロとなり、環境負荷を軽減しています。

（3）食堂排水のバイオ処理装置
本社工場では、3，000人が利用する食堂厨房排水のノルマルヘキ

サン抽出物質を、バイオ処理することにより、下水への環境負荷を

軽減しています。
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本社工場の例

　

3． 廃棄物量削減と循環資源化活動
YOKOGAWAグループでは、分別回収の徹底を行い、廃棄物の

循環資源化活動を展開しています。

本社工場では、分別回収の再徹底、リサイクルセンターの設置、金属

混合くずのガス化溶融炉による完全資源化により2000年度には

埋立廃棄物ゼロを達成しました。次のステップとして国内グループに

展開するとともに、今後は焼却廃棄物ゼロと化学処理廃液削減に

取組みます。

甲府事業所でも、工場内廃熱とボイラ廃熱を利用した省エネ型の

アルカリ廃液濃縮装置を自社開発し、アルカリ廃液の量をピーク時

の約3割に減らすことができました。
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4．環境調和型生産
YOKOGAWAグループでは、環境保全のために省エネ・省資源化を

目指して、「QDC（Quality／Delivery／Cost）＋E（Environment）」

活動を実践してきました。

製造ラインの構築は、環境負荷発生回避・極小化を図るため、新製品

の企画段階から製品開発者と一体となって工程の設計を実施し、

省エネ・省資源を目指しています。この考えに基づき「生産工程設計

（3）少品種大量生産
電源生産ライン（P.T. Yokogawa Manufacturing Batam）

（4）少品種中量生産
メータ生産ライン（蘇州横河電表有限公司）

（1）多品種少量生産
制御システム生産ライン（Yokogawa Electric Asia Pte. Ltd.）

（2）多品種混合生産
記録計生産ライン（甲府事業所）

基準」を環境配慮形の基準に改定し、横河電機独自の生産システム

「NYPS（＊）」と融合させて、グローバルでの環境調和型生産を

徹底しています。

以下に環境調和型生産の実施例を示します。
＊ NYPS（New Yokogawa Production System）
お客様の注文（ニーズ）に合わせて、素材購入・加工・組立から出荷までを行なう一貫
生産システム。工程の無駄が徹底的に排除され、製品は一個づくりされる。


